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まちのわだい
TOWN  TOPICS

ウェブ会議システムで対応を協議する鈴木善弘総
務課長

激励金を受けた遠藤さん（左から２人目）、渡部さ
ん（右から３人目）、小板橋さん（右から２人目）

犠牲者の冥福を祈って鐘を突く町仏教会の会員ら

万が一の災害に備えて訓練
磐梯山火山防災連絡会情報受伝達訓練

　猪苗代、磐梯、北塩原の３町村でつくる磐梯山火山防災連絡会
の情報受伝達訓練は２月 27日、各町村役場で行われました。
　訓練では、磐梯山で火山性地震が増加し、火山性微動が確認さ
れたため、噴火警戒レベルが２に引き上げられることを想定して
実施されました。連絡を受けた各町村の防災担当課長は、ウェブ
会議システムを使って「磐梯山の火山活動が活発化した場合の避
難計画」に基づく防災対応について確認しました。

吾妻小の２年生が優勝報告
みんなで跳ぼう！なわとびコンテスト

優勝報告に訪れた吾妻小２年の児童ら

　県教育委員会主催の令和４年度みんなで跳ぼう！なわとびコン
テスト９人以下長なわとびの部で優勝した吾妻小２年の児童８人
は２月 28日、町役場を訪れ、宇南山忠明教育長に優勝報告を行
いました。２年生は昨年のコンテストでも優勝しており、２年連
続の優勝。参加した児童は「みんなで話し合って、休み時間にた
くさん練習しました」、「掛け声をかけて、みんなで心を一つにし
ました」などと話してくれました。

同大学の先生による図工の授業（緑小）

大学生が小学校で学習支援活動

　東京学芸大学の学生４人は２月 27日から３月３日ま
で、翁島小学校と緑小学校で教育支援ボランティア活動
に取り組みました。町と同大学は、地域連携協定の一環
として、平成 28年度から「学生による教育支援ボラン
ティア事業」を実施しています。４人の学生は、学習の
サポートや行事の手伝い、休み時間には一緒に遊ぶなど
して児童と触れ合い、熱心に活動に取り組みました。

東京学芸大学の学生がボランティア

緑小４年生の国語の授業で児童の補助を行う学生（右）

自衛隊入隊予定者を激励

　町内の自衛隊入隊予定者激励会は３月２日、町役場で開かれま
した。町自衛隊協力会会長の前後公町長が、令和５年度入隊予定
者の遠藤悠

ゆう

大
だい

さん（沼ノ倉＝郡商高卒）、渡部光
あき

郁
ふみ

さん（千代田＝
猪高卒）、小板橋綾

あや

杜
と

さん（中の沢＝会工高卒）に激励金を手渡し
ました。前後町長は「古里を愛する心を忘れず、信頼される自衛
官として活躍されることを期待しています」と話し、３人を激励。
自衛隊会津若松出張所鈴木祐介所長が祝辞を述べました。

町自衛隊協力会激励会

震災犠牲者の冥福を祈る

　町仏教会は３月 11日、亀ケ城公園内の鐘つき堂で東日本大震
災 12年 13 回忌慰霊法要を執り行い、東日本大震災の犠牲者を
弔うとともに震災からの復興を祈りました。
　法要には、町内各寺の住職や檀家の代表者ら約 20 人が参列。
細川正善会長があいさつし、僧侶らによる読経の後、地震が発生
した午後２時 46分に合わせ参列者が犠牲者の冥福と震災からの
復興を祈って鐘を打ちました。

東日本大震災 12 年・13 回忌慰霊法要

　猪苗代中学校活動報告会は３月７日、町役場で開かれ、
生徒らが前後公町長に活動報告を行いました。
　スキー部は第 60回全国中学校スキー大会に出場。ク
ロスカントリー男子リレー競技で第７位、女子リレー競
技で第９位に入賞しました。横澤秀

しゅう

哉
や

さんは、個人ク
ラシカル競技で第４位に入賞。全国大会での男子クロス
カントリー個人入賞は、２５年ぶりの快挙となりました。
横澤さんは「１年生から毎日練習を積み上げてきた結果
なのでうれしいです」と話しました。　
　また、猪苗代中は、３月５日に開催されたふくしま復
興とＳＤＧ sを考える県民シンポジウム 2023 で、県が
今年度創設した持続可能な開発目標（ＳＤＧ s）の推進に
向けた取り組みを顕彰する「ふくしまＳＤＧ sアワード」
を受賞。シンポジウムでは、生徒会長の小鮒徠

らい

人
と

さんと
総合文化部部長の星創

そう

太
た

さんが、猪苗代湖の水質改善に
向けた水草の除去作業などについて発表しました。小鮒
さんは「全員でＳＤＧ sの活動をしてきた結果、ふくし
まＳＤＧ sアワードを受賞できたと思うので、全員が喜
んでいると思います」と話しました。

前後町長に活動を報告する生徒ら

活動の報告に訪れた猪苗代中の生徒ら

猪中生が活動を報告
猪苗代中学校活動報告会

ボランティア事業に参加した学生ら
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課題解決のための取組を発表
町地域おこし協力隊活動報告会

活動を報告する長友さん

町地域おこし協力隊の（手前左から）先崎さん、橋本
さん、小林さん、（奥同）畠中さん、長友さん、加藤さん、
佐川さん

地域おこし協力隊通信
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こ
の
よ
う
に
、
私
の
強
み
で
あ
る
旅
行

業
の
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。

地域おこし協力隊

加藤 律
り

樹
き

 さん

私たちが地域を元気に！

主な活動内容：観光振興、移住定住促進

ホットニュース
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７
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後
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会
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い
ま
し
た
。
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介
し
、
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ラ
ン
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協

力
し
ま
し
た
。

　

草
野
さ
ん
は
「
今
回
の
企
画
を
考

え
た
り
、
話
を
聞
く
経
験
を
生
か
し

て
大
学
で
も
頑
張
り
た
い
」、
金
子

さ
ん
は
「
活
動
を
通
し
て
大
人
の
人

と
話
す
活
動
が
で
き
た
の
で
将
来
に

生
か
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
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前後町長に大会報告を行う安積高３年の金子
さん（左）と草野さん（右）

年間来場者 100 万人を達成
記念イベントで竹下景子さんが一日駅長

　道の駅猪苗代では３月 11 日、年間の来場者が初めて 100 万
人を超えました。同日に行われた記念イベントでは、俳優の竹下
景子さんが一日駅長を務め、関係者らとくす玉を割り達成を祝い
ました。年間来場者 100 万人目となった横浜市の森山保

やす

治
はる

さん
家族には、町からホテルの宿泊券が贈られました。森山さんは「賑
やかで華やかな道の駅。猪苗代町は自然が豊かで人が温かい」と
話しました。

霜の被害から農産物を守る

　農産物を霜の被害から守るため、関係機関と連携して農家への
情報提供や対策技術の指導などを行う町防霜対策本部は３月 22
日、町農林課内に設置され、前後公町長と会津よつば農業協同組
合齋藤勝則あいづ東部営農経済センター長が役場正面玄関に看板
を掲げました。前後町長は「霜による被害を未然に防止するため、
関係機関の皆さんの適切な指導をお願いします」とあいさつを述
べました。対策本部の設置期間は６月２日までです。

町防霜対策本部看板掲額式

対策本部の看板を掲げる前後町長と齋藤センター長
（右）

100 万人達成を祝う竹下さん（中央）や森山さん
家族（左）ら

　様々な分野に挑戦している町地域おこし協力隊の令和
４年度活動報告会は３月 23日、学びいなで開かれ、約
40人が会場を訪れました。
　報告会では、前後公町長が「隊員が地域課題解決のた
め、精力的に活動に取り組みました。隊員をはじめ、任
期満了後も猪苗代町に残り、就職や起業をしているOＢ・
ＯＧ隊員に対しても、あたたかく見守ってください」と
あいさつを述べました。
　続いて、各隊員による報告が行われ、長友海

ひろ

夢
む

さん、
橋本真

ま

由
ゆ

さん、小林澄
すみ

子
こ

さん、佐川竜
りゅう

二
じ

さん、畠中 惇
あつし

さん、加藤律
り

樹
き

さんの６人がこれまでの活動や今後取り
組んでいきたいことなどを発表。このうち、地域活性化
支援業務を担当する長友さんは、企画財務課窓口でのマ
イナポイント申請補助業務のほか、「ヒシ」の実を使っ
たお茶の商品化、ヒシを活用した体験コンテンツなどを
紹介。今後はヒシ茶の量産や新たな産業の創出に取り組
んでいくことなどを発表しました。最後に、１月から隊
員になった先崎友

とみ

美
み

さんが自己紹介し、福島大学との連
携事業など担当する業務を発表しました。

町地域おこし協力隊の長友さん（右）さんが
大会報告に同席


